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神戸におけるカトリックの展開

一宗教地理学の研究視点に関する検討を通して-

1 .はじめに

神戸では異国情緒あふれる景観を至るところ

でみることができる。ひとつには，幕末の開港時

に設置された外国人居留地の区画があげられる。

居留地時代以来の残存する建物は少ないものの，

その後に建てられた近代建築もあり，多くの観光

客が訪れるだけの居留地，明治・大正期の面影が

残されている。それは，神戸が近代の幕開けとと

もに， 日本の開港都市のひとつとして都市部の形

成が展開したことによる。また，居留地外へと外

国人の居住地が拡大したことで形成された現在の

三宮駅の北，つまり山側に広がる北野の異人館街

の呆観もそうである。北野異人館街には洋館とと

もに，多くのさまざまな宗帯施設が立地しており，

神戸の景観を特異なものとしている。

現在，グローバル化が進むなか民族的アイデン

ティティや士出或アイデ、ンティティをめぐる諸問題

が表面化してきでいる。そうしたなかでさまざま

な場面において多文化共生の時代への対処が叫ば

れはじめている。それは日本社会も例外で、はない。

そうした背景から都市が発展してゆく過程にお

し1て，宗教指支の立地の変遷や，教会としづ宗教

空間内の変容， さらには地域的・宗教的・民族的

アイデンティティへの関心が高まりつつあり，都

市における宗教に関する研ー究は意義があるといえ

るだろう。

宗教脂支とし、うのは，周知のとおり，教義によ

って規定される宗教がもっ世界観が建築物の形態

ベ咽己置に反映される空間であると同時に，宗教集

団の諸活動が行われ，集団内の多樹生やI出蹴土会

との諸関係が表れる空間でもある。空間スケール

を都市レベルへと拡大すると，都市形成において

も，宗教施設の立地やその変遷から，人びとの多

様な社会的・文化的行為や社会と宗教との開系を

見出すことができるだろう。

そして，これまで筆者は， 日本におけるカトリ
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ックを主な対象として研究を進めてきた。その根

底にある視座は，宗教と社会との関係にある。集

団改宗とし 1う現象を通して宗教と社会構造との相

互作用的関係や，巡礼士断械からみた多様な人び

との関係とその諸関係と場所との闘系，さらには，

宗教的行事を国家や地域における社会的・文化的

コンテクストから読み角乳、てきた。

ヰヰ高では，開港後，関西のなかいち早く聖堂が

建設された神戸のカトリック教会の展開を事例と

して取り上げながら，宗教と場所，共同体，アイ

デンティティに関して考察を進め，地理学におけ

る宗教研究の桝且みについて言及することを目的

とする。

2 宗教と空間，場所をめぐる研究視点

地理学における宗教に関する研究では，宗教を，

「文化の基礎をなし社会構造における重要な要

素J(de Blij and Muller， 1986)のひとつとみな

している。現代地理学の潮流において，ソープア

ー (1971)が宗教地理学としづ分野の確立を提言

した。その著書のなかで，宗教現象は人間の個人

的宗教体験に基づくものであるため，個人の宗教

体験のように空間に直接の顕れをもたない現象は守

地理学の研究対象としては扱うことの難しさを指

摘している。そして制度化された聖なる信念と

儀礼と社会的行為の体系JUとして宗教を捉え，

「品目哉化された宗教体系と，文化体系によって形

造られた制度化され』た宗教行動」が空間的に，景

観仁にあるし¥は社会との関係のなかで相互に関連

しあっているのかを問うことで，宗教を地理学の

研究対象とすることができるとした。

それにもかかわらず，この提言以降も，地理学

においては宗教を他の経済的，政治的，社会的，

文化的諸要素から引き離すことにむしろ重点が置

カホ研究が行われてきた。この問題は，聖なるも

のとは何であるのかとし¥う根源的な聞いと関連す



るものである。これは宗教現象を明らかにするこ

とと，神学的な問いにおける捉え方の差異，つま

り宗教現象をめぐる定義 2)が暖昧なままに置かれ

研究が行われてきたことに起因するといえよう。

'fuan (1978)が述べるように，われわれは，

ひとつの宗教施設をみるとき，本質的にそこが聖

なる空間として捉えてしまう傾向がある。この問

題に関して， Kong (2001)が，俗なるものから

聖なるものを，政治的なるものから詐学的なるも

のの分離として指摘した。そして Kongらによ

って， 1990年代以降，宗教地理学にも明るしサ包し

がみられ，宗教に関して社会と空間の構造と意味

を瑚干する研究視制2提言された。そこでは，社

会と空間の構造，意味を瑚卒するうえで，宗教的

実践，すなわち制度化された系団哉や個人的経験の

両側面の分析が，宗教的生活のみならず，社会の

編成・再編成の分析を含んでいることを認識する

必要が主張され始めた。実際に，宗教としづ要素

が，民族，階級，ナショナリティ，ジェンダー，

アイデンティティといった重要なタームとならび，

個人的，地域的，国家的レベルで、の制度化された

空間や場所の複雑な闘系や政治性を問うことにお

いて，地理学と深く交差することを多くの地理学

者が認識してきでいたのである 3)。

そしてKong(2001)は，今後の宗教地理学の

展望・課題として大きく 3点をあげている。第1

に公的な聖なるJ空間の背後にある分析の場を

拡大する可能也第2に，宗教を本質的なカテゴ

リーではなく，歴史的かっ空間的特性を分析する

一要素として扱うこと。第3に，身体，ローカル，

リージョナル，ナ、ンョナル，グローノ-¥Jレといった

マルチ・スケールでの分析の必要性を説いている。

そして最後に，エリアーデ (1993)の以下の言

葉が宗教と空間・場所に関する研究視長としても

うひとつの重要な示唆を含んで、いる。「宗教的体験

には，経済的・文化的ならびに社会的相違，一言

でいえば，歴史に基づいて説明される差異がある」

と。このことが示すことは，空品特場所をめぐる

宗教的アイデンティティの構造を理解するときに，

それぞ、れの宗教がもっ歴史的文脈がし 1かに重要で

あるかを示しているだろう。あらゆる宗教は，固

有の歴史的・地理的背景を典拠として自らの正当

性を示威すると考えられる。その根拠は，典礼や

諸文書，教義，儀礼など、によって場所を通して成

文化され， 自らのアイデンティティの構築を試み

るのである。それゆえに，その差異を生じさせる

場や過程に柄生する対立ヰ競合，調整とし 1った人

びとのいとなみの考察を通して，我々は時間的か

っ空間的な宗樹高査とそれに関わる諸作用を明ら

かにすることができると考えられる。

以上の宗教地理学の近年の展望を足がかりと

しながら，まず次章では， 日本におけるカトリッ

クの概要について述べることにする。

3. 日本におけるカトリックの概要

1549年に聖フランシスコ・ザピエルが日本へ

上陸し， 日本で最初のカトリックの布教活動が行

われた。既存の仏教勢力と敵夫拍句で、あった信長に

よりカトリックは保護の確約をうけ，九州、|を中心

として全国的にキリシタンの信徒数は伸びを見せ

ていた。豊臣秀吉は九州、|に攻め入った 1587年に

パテレン追放令を発令したが，キリシタン自体は

黙認されていたため，徳川幕府が成立した頃には，

その数70万人以上と報告されている心。江戸時代

に入り，キリシタンの徹底的な禁制が敷かれ，そ

の後も迫害と抵抗が繰り返されながら，徐々に日

本社会の表からキリシタンは姿を消すこととなっ

た。このキリシタン迫害により殉教したキリシタ

ンたちをめぐる史実は，明治以降， s寺代の、冴仕もの

なかで盛衰はあるものの積極的に発掘され，現在

のカトリック信徒らに共有される記憶としてあり

続けている。

19世紀中ごろ，既に徳川幕府は衰退の一途をた

どり，終震を迎えつつあったO その頃，再ひザト国

人宣教師等が日本へ上陸しはじめていた。 1865

年2月 19日にフューレ，プチジャンの二人の神

父のもと，長崎に大浦天主堂が建てられ， 日本で

のキリスト教の宣教が再開された。翌月の 17日

に 15人の男女が大浦天主堂を訪れ，キリシタン

は再度日本の歴史の表舞台へと登場することとな

った。ただし明治初期においては，政府の宗教

政策は徳川幕府のものを踏襲し，キリスト教は禁
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教の対象であり続けていた。

こうした時代にあり，神戸は幕末に開港された

港町のひとつで、あったことから，外国人居留地が

設定された。1970年には，この居留地内の仲町

37番(現在の大丸紳戸庖の襲に，関西において

最初の聖堂が完成をみる。この聖堂が現在のカト

リック神戸中央教会の始まりで、あったが，聖堂建

設の目的はあくまでも， 日本に居留する外国人の

ためのもので、あった。ただし当時期，浦上四番く

ずれ 5)がおこっており，全国各地に浦上キリシタ

ン3∞o人以上が澗己されていた。そして，大阪
のクゼ、ン神父がフ。チジャン神父に宛てた書簡によ

ると， r夜中庭園の門を激しく叩く音が聞え，それ

と共に大声が耳に入りました。急いで駆付けて見

ると，半身を露出し，腰は梓の弓に曲り，頭には

大きな笠を戴き，腰に扇を挟める一人の老翁が立

って居るのです。私は喫驚しました。よくよく見

れば流罪に処せられた信徒の一人ではありません

か。彼は秘蹟を授かるが為に兵庫ぺ子き，私が大

阪に居住せる由を聞き，一夜を此処に明かして，

その途を続け，囚れの地へ帰るべく立寄ったJω 

とある。兵庫，つまりは神戸に天主堂(カトリッ

ク教会)が創設されたことが流刑された各地の浦

上キリシタンの間に知れ渡っていたことがわかる。

1873年に， r切支丹禁止，邪宗門禁止Jの高札
が撤去され，キリスト教布教は公認されることと

なった解禁以降は，カトリ ックよりもプロテス

タントの活動のほうが活発で¥とくに教育の側面

での社会的貢献が大きく，明治の文明開化の風潮

は，英語教育の，また女子教育の到来で、あった。

そして今日の日本のキリスト教系大学の多くが，

明治時代に関学している。その点では，カトリッ

クの大学創立は，上智大学で、大正に入ってからで

ありプロテスタントに比べ遅れて始まっているこ

とは興味深い。神戸では，現在の神戸女判知て学

(開学1875年)や聖和大学(同 1880)，関西学

院大学(同1889年)，神戸松蔭女子大学(同1892)

などが明治に創立したプロテスタントの大学であ

る。カトリ ックだと神戸海星女子大学があるが，

第1表 2C問年におけるカトリック信徒数

教区 都道府県 信徒数 信徒率

札幌教区 17，510 0.308 
北海道 17.510 0.308 

仙台教区 10，869 0.147 
宮城県 4，052 0.171 
青森県 2，150 0.146 
岩手県 1，738 0.123 
福島県 2，929 0.138 

新渇教区 7，414 0.151 
新潟県 4，825 0.195 
山形県 820 0.066 
秋田県 1.769 0.149 

浦和教区 19，387 0.139 
埼玉県 10，383 0.150 
栃木県 2，633 0.131 
群馬県 3，461 0.171 
茨城県 2，910 0.097 

東京教区 84，733 0.471 

東千京葉都県
73，605 0.610 
11.128 0.188 

横浜教区 51，190 0.333 
神奈川県 38，997 0.459 
静岡県 7，163 0.190 

長山梨野県県
3，697 0.167 
1.333 0.150 

名古屋教区 24，406 0.199 
愛知県 18，690 0.265 
岐阜県 2，403 0.114 
石川県 1，865 0.158 

|福富井山県県
584 0.070 
864 0.077 

東部教区 19，126 0.262 
京都府 10，626 0.402 
滋賀県 2，130 0.159 

奈三重良県県
3，416 0.237 
2.954 0.159 

大阪教区 55，146 0.357 
大阪府 29，446 0.334 
兵庫県 22，916 0.413 
和歌山県 2.784 0.260 

広島教区 21，204 0.274 
広島県 8，635 0.300 
山口県 5，496 0.360 
島根県 1，050 0.138 
岡山県 4，939 0.253 
鳥取県 1.084 0.177 

高松教区 5，328 0.128 
香川県 1，578 0.154 
愛媛県 2，226 0.149 
徳島県 712 0.086 
高知県 812 0.100 

福岡教区 31，241 0.403 
福岡県 24，345 0.485 

2，804 0.320 
4.092 0.220 

長崎教区 67，552 4.454 
長崎県 67.552 4.454 

大分教区 5，591 0.234 

大宮分崎県県
2，705 0.222 
2.886 0.247 

鹿児島教区 9，126 0.511 
鹿児島県 9.126 0.511 

沖縄教区 6，121 0.464 
沖縄県 6，121 0.464 

総計 435，944 0.343 

注)信徒数はカトリック中央協議会(却∞)，信徒帯主，

総務省、統計局 (2∞1)の人口数値をもとに算出。
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写真1神戸の中心地(明治初乳食印が現カトリック神戸中央教会の(立邑×印は生田神社を示す。)

注)カトリック対坂司教区(1966)，p. 24より。

創立は戦後である。

次に，現在の信徒の分布から日本におけるカト

リックの概要について述べる。資料としては少し

古くなるが，都道府県別で托握できるため， 2∞o
年の統計を用いて，信徒数及び信徒率を第1表に

示した。現在の日本におけるキリスト教信者の割

合は，総人口のおよそ 1%程度といわれている。

日本のカトリックの組織体系は，第1表のとおり

47都道府県を16教区からなる。20∞年における

教勢は，教会数が 1034ヶ所(巡回教会・集会所

を含む)， {I断薗1完987ヶ所，聖職者数1794人，一

般信徒数43万5944人となっている。信徒率は，

わずか 0.343%にすぎないが，柾会的，文化的影

響としてのキリスト教の位置は信徒数が示す以上

であるだろう。

都道府県別に信徒の分布をみると，東京

(73，605人)，長崎 (67，552人)が突出する形で

上位を占め，次いで神奈川 (38，997人)，大阪

(29，必6人)，福岡 (24，345人)，兵庫 (22，916

人)が2万人以上となっている。信徒率では，長

崎の 4.454%が最も高く群をぬいているが，その

要因は歴史的背景から容易に想像できょう。長崎

以外をみると，全国平均 0.343%以上となってい

るのは，東京，神奈川，京都，兵底山口，福岡，

鹿児島，沖縄の都府県である。福岡や山口に関し

ては，長崎と同様にカトリック伝来以来の歴史的

背景による信徒率の高さが瑚卒される。東京，神

奈川，京都，兵庫などは，j諸日市圏を形成する都

府県であるとともに，東京，大阪という日本の管

区にあたる教区あるし、は隣綴蝦或であることから，

近代以降においてカトリックカ湘l市部において宣

教され，普及したことによると考えられる。しか

し，千葉県キ埼玉県などは，ブ胡l市周辺に位置し

ながらも信徒率が低し、ことにも注意を払う必要が

あるだろう。それは，教会側の宣教による影響ば

かりが原因ではないことを示していることといえ

よう。これらを踏まえると，とくに近代以降にお

けるカトリックの展開の鞘教を理解するうえで，

布教活動としづ要素以外に，さらには各地誠にお

ける宗耕句背景や社会的状況との関連から捉える

必要性が十分に瑚卒されよう。

以上が，日本におけるカトリックの概要である

が，兵庫県の信徒数，信徒率からみると，比較的

カトリックが展開している主出戎であることがわか

るだろう。次章では，神戸におけるカトリック教

会の展開を，都市形成との関係に言及しつつより

詳細におっていくことにする。

4.神戸の都市形成とカトリック教会の変遷

神戸が都市として発展するのは，幕末期の開港

以降のことである。それまでの神戸は，写真1か

らもわかるように，生田神社を取り囲む森がある

以外には，ほとんどが田畑として利用されており，

ー農村で、あったといえる。それまでの都市として

の中心は兵庫で、あったが神戸が外国貿易の拠長

として開港されると 近イ明3市としての発展は，
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居留地周辺を中心に進んでいくこととなったので、

ある。

居留地の建設は 1867年， 日本と諸外国との間

で締結された「兵庫並びに大坂に於いて外国人居

留地を定むる取極jにもとづき徳川幕府により始

められたーそれは，それまでの中心である兵庫か

ら3.5m離れた土地が当てられており， 日本人と

外国人の欄虫を極力回避することが目論まれてい

たことが指摘されている 7)。当初は，神戸に居住

する外国人を居留地内に制限していたが，徐々に

溺矧l市としての神戸の重要性が高まることによ

って，多くの外国人が来神し乙次第に，神戸の

外国人居留地は手狭になり，外国人の居住地は，

その範囲から周辺へと拡大していった。それとと

もに，外国人のみならず，さまざまな日本人もそ

の経済的発展に引き付けられるように神戸に集ま

り，居留地周辺に新たな市桂地が形成されるよう

になったので、ある。

居留地の設置による都市の発展は，当然のこと

ながらそこに住む人びとの生活様式にもさまざま

な影響をもたらしていた。そのひとつとして，キ

リスト教の影響があげられるだろう。布耕舌動の

方法としては， W七一新聞』とし、った週刊新聞の発
行や，学校や医療施設の設置などといった教育・

福祉事業の展開によるもので、あった 8)。その効果

によって，キリスト教は次第に神戸市民の聞にも

広まっていった。キリスト教の広まりは，人びと

の道徳観にも影響を及ぼし，女性の家庭内の，ひ

いては社会的地位の向上を描隼する運動となって

現れ始めていた。教育・社会福出舌動の爵見は，

鞘麦におし、ても一貫して展開されており，物愛直

後の復興期にはGHQの以来によりフラナガン神

父が来日し，孤U町完建設などに尽力している。

明治期におけるキリスト教の拡大は，仏教や神

道としりた既存の宗教にとって脅威にもなり始め

ていたようで，キリスト教封嘩運動を引き起こす

ことへとつながる。一例をあげると， 1872年にプ

ロテスタントのユニオンチャーチが居留地にで、き，

その後キリスト教が解禁されると，元町西寄りに

説教所を作って布教をはじめた。これに対して，

潟市幹土の宮司がその様子を探っていることカ被

写真2 ~.神戸文新日報』 に掲載されたポンチ絵

注〉刺参神戸市史編集委員会編 (1989)，p.337より

の日誌にでてくるとしづ。湊川桝土とは，楠木正

成を顕彰する神社として 1872年に完成したばか

りであり，社格は別格官事件土となっていた。

1894年に日英通商航海鯨調印を契機に，外国

人の居住や就労の条件が変わり，いわゆる「内地

雑居」問題が日本社会の関IL事のひとつとなった。

神戸においても，市民の間で 1899年の実施後に

おこりうると考えられる諸問題が話題の中心とな

っていたようである。『神戸又新日報』では， 1897 

年に居留地廃止による内地雑居に関するポンチを

全 24回にわたって掲載している。そのなかで，

キリスト教もテーマとして取り上げられている

(写真2)。そこに描かれた絵からは，内地雑居後

には，教会がいたるところにでき，ゆっくりする

こともできないほどに教会の鐘の音がうるさくて

たまらないと読みとることができる。当時既に相

当の勢いでキリスト教が市民祉会への影響を及ぼ

していたことが知実に示されているといえるだろ

う。このような社会的状況において，カトリック

教会も徐々にその活動を広げ，居留地外へと教会

が建設されていった。

神戸地区のカトリック教会の現況を第2表に示

し丸神戸地区は大阪司教区に所属し，現在は 11

の小教区からなる。そのうち 10教会はパリ・ミ

ッション会が設立し，現在は大阪教区八移管され

ている。六甲教会に関しては，イエズス会が司牧

を担当しているが，同様に大阪司教区下の教会で
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第2表神戸地区カトリック教会一覧

教会名 信徒数 所在地 設立年 修道会 備考

神戸中央教会 829 
① ① 

1999 
中山手初・下の山教手会・灘。当の初三は教，会居の留統地合にに設よ立る。。

(中山手教会) 1868 ノ号 神戸最 ， 

(下山手教会)
② ③ 

1885 ノミ 神戸における最初の日本人対象の教会。
(灘教会) 1951 ノ、z

六甲教会 1940 ④ 1939 イ

住吉教教会会 862 
⑤ ⑥ 

1935 ノ号
兵庫 361 1955 ノ号

たかとり教会 656 
⑦ ③ 

1927 /、。 下山手教会から分離。
鈴蘭台教会 780 1956 ノ号 下山手教会の巡回教会として始まる。
北須磨教会 576 1951 /、。 旧須磨教会。現在地への移転にともない一部たかとりへ。
垂水教会 1123 1942 ノξ

明石教会 1421 1950 ノξ

洲三本田教教会会
759 1948 /¥ 。

160 1955 Lペ
注〕信徒数はカトリック中央協議会包創的1)，設立年および備考については山野包∞2)。所在地番号は，第2図のO数

字に対応修道会は，各教会を創立した修道会の区分(パ :パリ・ミション会，イ:イエズス会)。

写真3 震災前の中山手教会

注)カトリック大阪司教区 (1966)，p. 24より

ある。六甲教会は，大阪教区内においては，夙川

教会に次ぐ信徒数を抱えている。

本稿で対象とするカトリック神戸中央教会は，

1999年に旧中山手教会，下山手教会，灘教会の3

教会が統合し新たに作られた。その契機は， 1995 

年の阪神・淡路ブC震災により，下山手の聖堂が全

壊，中山手の聖堂は半壊に留まったものの，ひび

が多く 2年後には取り壊され，灘教会は一部損壊

で、あった。そして，中山手教会跡地に神戸中央教

会として新たに教会が建設されたq

前章で少し角財もたように，神戸で最初に建設さ

れたのは，この中山手教会の系譜となる居留地仲

町37番のI三宮教会Jである。 l鉛8年に伝道所，

1870年に三宮教会として聖堂を建設したムニク

ー神父の活動は，居留外国人を対象としたもので

あった。同教会は， 1923年に居留地仲町37番か

ら中山手通1丁目に移転し，写真3にあるような

ゴシック風建築の新たな聖堂が建築された。ただ

し写真の聖堂は，戦後に再建されたものである。

この教会では，物愛まで外国語のみのミサが行わ

れていた@。

一方で，浦上四番くずれで流配されたキリシタ

ンや神戸周辺のキリシタンらが三宮教会へ訪れた

ことで，キリシタンの荊主を知ったことや， 1873 

年にキリスト教が解禁されたことにより日本人へ

の布教活動が行われるようになった。 1885年，ペ

リン神父が生田区(現中央区)多聞通鎮台筋に借

家を借りて，神戸地区において初めて日本人向け

の説教所を設置した。その後， 1896年には兵庫区

西出町478番地に移転し，仮聖堂が設けられてい

る。さらに， 1899年に神戸市長に対し，ペリン神

父治、神戸臨試跡(下山手7丁目)15∞坪の土地

の払い下げを願い出て， 1901年に許可されると，

同地に司祭館を建設，同師が居住し本格的な布教

活動が開始される。この教会が，旧カトリック下

山手教会である。天主堂の完成は，1910年である。

1927年には同教会からカトリック鷹取教会(現カ

トリックたかとり教会)が分離している。

このように，外国人向けとして鞘麦まで展開し

た中山手教会は，居留地に始まり，移転後も外国

人の住宅が立ち並ぶ北野の南に位置してきた。一

方で， 日本人向け教会として始まった下山手教会

-8-



N

↑

↓

!

 
02500m  

第1図神戸におけるカトリック教会の立地とその変遷

注)0数字は，第2表の所在地番号と対矧F瓜t民弘 「川+判Jは

灰色で示した区画は，旧居留地である。

は，開港以前の都市の中心であり，近代期の盛り

場で、もあった新開地周辺がルーツとなっている。

5.教会と共同体・アイデンテイティ

前章でみたように，都市内部での教会立地は，

都市形成の過程とともに変遷していくことがわか

る。その変遷を第1図に示し丸現在のカトリッ

ク神戸中央教会は，震災後に3つの教会が統合し

たものである。特に注目されるのは，外国人向け

の教会として出発し旧居留地に設立された三宮教

会に起源をもっ旧中山手教会と，明治期にキリス

ト教の解禁と内土砂住居によって日本人を対象とし

た布教の拠京として始まった旧下山手教会で、ある。

旧中山手教会の展開は，旧居留地から中山手への

移転に留まるが，旧下山手教会の場合，多聞通か

ら西出町，そして下山手へと移転する。さらに，

鈴蘭台教会が下山手の巡回教会から始まり，独立

した小教区として成立していることや，たかとり

教会が分離して同じくJj教区として成立している

のである。このように，同じく明治期に創設され

た中山手教会と下山手教会の二つの教会のその後

の展開の差異は，それぞれの教会共同体を形成し

ている信徒の属性の差異によるものと考えられる。

主に外国人向けとして戦後まで長らく続いた中山

手教会の共同体は，居留地や北野周辺に居住する

外国人が主要な構成要素をなしていたのに対して，

下山手教会が， 日本人向けの教会として設立され

たことから，まだ教会がなし、周辺地域の求道者や

信徒はおのずと下山手教会のミサに参加すること

となった。つまり，中山手教会に比べ下山手教会

が日本社会への布新舌動の拠長として位置し，そ

の後の鈴蘭台教会やたかとり教会が派生する条件

を有していたといえる。

こうして異なる特性を有しながら展開してきた

両教会は，震災の被害により 1鈎9に廃止され，

灘教会も含め統合され，新たにカトリック神戸中
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央教会が設置された。しかし，この統合に際して

は，信徒のなかから多くの反発があった。カトリ

ック大阪司教区の復興計画は，信徒に事前に知ら

されることなく突然発表された。その計画内容が，

『中外日報111995年2月28日付けの紙面に「震

災のカトリック教会ハダカになって再建へ思

い切ったリストラ策他教団にも大きな示唆Jと

いう見出しで掲載されている。そのなかで倒

壊・損傷した聖堂・司祭館などは早急な再建・修

理をめざすが，神戸市中央区にある中山手，下山

手，灘の三教会は「神戸中央教会」に一本イじする。

このため二つの教会が削減されるJ。そして「神戸

市中央区の三教会統合に伴い，岡市北区，西区な

ど，人口が急増したのに教会の少なかった地或に，

新しい宣教拠採の建設をめざ、す」ことが掲げられ

ているゆ。

下山手教会の信徒は，廃止・統合に際して『カ

トリック下山手教会献堂 88周年記念誌』を発行

している。この記念誌内において，多くの信徒が

自らの教会共同体が解消されることへの不安や危

機惑を記しているのである。また1995年3月26

日付けの『カトリック新聞』には，同教会の村田

正雄氏の「共同体なくすの残念」としづ記事が掲

載されている円

ここで述べたいことは，この統合問題の是非で

はなく，この問題がし、かに地主里学的に問うべきも

のであるかであり，ひとつの教会共同体として現

在ある神戸中央教を取り上げる際の，共同体内部

の多様性そ宗教的アイデ、ンティティの視座の必要

性にある。カトリックが，ヴァティカンを頂点と

して全世界の教会が同一の教義，あらゆる教会が

普遍にキリスト者の共同体としてひとつであると

同時に，その普遍ゆえに，全世界の多様な人びと

の生活様式，価値観，地域性を促えること，つま

りはそれぞれの教会とし、う宗教空間内の実践のみ

ならず，それとそこを超えた信徒達の社会的，文

化的いとなみとのつながりに注意を払う必要があ

るのである。地理学においては個人の経験という

点で，宗教を扱う難しさがあるのであるなかで，

われわれは，カトリックという，均質的，一枚岩

的共同体のなかに，同質的経験が荊主していると

写真4 旧中山手教会時代の聖堂内部の様子

注〕神戸中央教会信街昆

写真5 神戸中央教会の聖堂内部の様子

注)筆者撮影 (2∞8年3月9日)。

いう認識に対して常に異議を唱えることが重要と

なるのである。

6.カトリックの布教方針と教会建築

最後に，カトリック神戸中央教会の糊蜘こつい

て述べることとする。統合問題を経て， 1鈎9年に

新たに生まれたカトリック神戸中央教会の聖堂の

形態は，以前そこに堂々としたゴシック風の姿を

見せていた中山手教会のそれから大きな変貌を遂

げている。写真4が，以前の中山手教会の聖堂内

部の様子であり，写真5が現在の神戸中央教会の

聖堂内部である。両者の違いが一目瞭然であろう。

古くからあるカトリック教会の多くは，前者の形

態である。その鮪款は，真上から見取り図的に捉

えると，十字架の形をしており，前部に祭壇が設

けられていた。そのため，司祭は信徒に背を向け
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て，つまり司祭と信徒が同じ前部の十字架と祭壇

に向ってミサは行われていた。その4恭子は，この

写真からも確認することができる。この形態は，

聖職者の特権性，カトリックのヒエラルキー的組

織体系が表象されているとして批判の対象となっ

ていた。

それに対して，現在の神戸中央教会の聖堂の形

態は，円形となっており，祭壇を中心として，司

祭，信徒が互に向い会いミサが執り行われる。ま

た祭壇の高さは，旧来の形態では一段高められ，

一般信徒と聖職者の聞に明確な区別がなされてし、

たが，現在は，祭壇が一番低し、位置にあり，そこ

から車愛やかな勾配がつけられ，会衆用の長いすが

放射状に広がっている。との変化は，第2ヴァテ

イカン公会議 12)において，カトリック教会の自己

改革として，従来の閉鎖主義を撤回し，聞かれた

教会が目指されことによる。改革の具体的内容は，

典礼の改革，信教の自由，教会一致運動，諸宗教

との対話，地域の文化に根ざして福音宣教などで

ある。当会議による改革により，信徒使徒職の方

針も模索され，従来の聖職者と平信徒との区別が

緩和され，すべての信徒が司祭とともに神の教え

に基づき働くことを意味する。これは，聖職者の

減少とし 1う現代的問題とも向き合うものであり，

宗教的建築は，教義に基づく宗教のもつ世界観が

表現される空間であると同時に，聖職者と平信徒

の区別の変化としづ宗教共同体内の「社会」構造

の変化をも読みとることができるのである。

7. おわりに

以上のように，本稿では，神戸のカトリックの

展開を事例として取り上げながら，地理学におけ

る宗教研究の枠組みについて言及してきた。キ府t面

の関係上，個々の事象に関して綿密な分析を行う

ことはできず，予察的考察に留まったといわざる

を得ないが，宗教地理学研究のひとつの展望を示

すことを寺弘ιたO

地理学とし 1う立場から宗教と社会との関係につ

いて注目することは，宗教を通したアイデンティ

ティの具現化の場面のみならず，宗教的実践と社

会構造のプロセスとの相互関係というより半焼住で

多面的な点を，空間や場所，スケールとし、う概念

に注目しながら展開することを可能とすると考え

る。もちろん，エスニシティや国家，出掛土会，

宗教間あるいは宗教内部の多様性とし 1った自己と

他者の流動的な境界など検討すべき課題はいまだ

多く残されている。

そうしたなかで，神戸は，カトリック教会以外

にも，よく知られるところでは，神戸モスクやジ

ャイナ教剖完，シナゴーグ，プロテスタント各派

の教会，ハリストス教会，関帝廟，諏訪山稲荷神

社のほか，生田神社などの神社仏閣と，数多くの

宗教施設が荊生しており，多宗教都市ともし、える。

そして，こうした宗和也理学的アプローチから，

神戸における個々の宗教と空間，場所，社会，ア

イデンティティに関する研究を進め，多様な人び

との生活を明らカヰこすることで，異文化理解，多

文化共生に貢献することができるのではないだろ

うか。

付記

本稿の作成にあたり，カトリック神戸中央教会，

カトリック六甲教会のみなさまにお世話になりま

した。心より感謝し¥たします。

注

1) Spring五.eld，羽ass'，Webster's Third New 

lnternati.onal Dicti.onary， G. & C. Me町由m

Company， 1961. 

2)宗教現象の定義に関しては，デュルケム

(1983)が，ミューラー (1990)の定義の再検討

を行し 1ながら整理している。日本では，宗教学者

の岸本英夫 (1961)が行っている。また聖と俗に

関する議論では，宗教学者のエリアーデ (1974，

1993)や文化人類学のリーチ (1981)を参照され

たい。

3) Braaほか (2006)，p.29参照C

4)村上 (1988)，p. 217。末木 (2006)によれ

ば， 30'"'-'40万ともされる。

5)浦上四番くずれは，長崎でおきた最後のキリ

シタン弾圧である。「くずれ」とは，キリシタンの

検挙事件をさし大量検挙によって潜伏高H織が崩
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壊に瀕したことJ(片岡 (1979)，p. 537)を呼ぶ。

浦上では， 1790 (寛政 2)年， 1842 (天保 13)

年， 1856 (安政3)，1867鐘応3)の4度のく

ずれがおきている(村上 (1988)，p. 252)。

6)浦上 (1973)，p. 3200 

7)新イ餅申戸市史編集委員会 (1989)，p.210 

8)前掲7)，p.36・420

9)筆者聞き取りによる。

10) ~中外日報~ 1995年 2 月 28 日

(htゅ://www.lib.kobe-u.ac.jp/.必recωη/eqbl.舘na

l/chug，泊Ih凶11070210228/07・02・28_18.h出u)。

11)村田正雄「共同体なくすの残念J(~カトリッ

ク新聞~，カトリック新聞社， 3324号， 19950 

12)第 2ヴァティカン公会議とは， 1962年から

65年にかけて，カトリック教会の全面的な改革を

目的として開催された会議である。司教だけでは

なく，カトリック以外のキリスト新走も大勢招か

れている。
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